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令和２年度を振り返って
－ 新型コロナウイルス流行下での１年 －

年 令和２年 令和３年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

出
来
事

新型コロナウイルス感染症に対する水際対策強化及び市中感染対応に係る災害派遣及び教育支援

鳥インフルエンザ発生に
係る災害派遣等

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣

北
海
道
で
の
実
動
対
抗
演
習

第
14
旅
団
に
よ
る
機
動
展
開
訓
練

中
部
方
面
隊
創
隊
60
周
年
記
念
行
事

第１５次派遣海賊対処
行動支援隊要員派遣

北
陸
自
動
車
道
に
お
け
る

大
雪
に
係
る
災
害
派
遣

三
重
県
伊
賀
市
に
お
け
る

Ｃ
Ｓ
Ｆ
発
生
に
係
る
災
害
派
遣

北
海
道
訓
練
セ
ン
タ
ー

運
営
検
証

令和２年度 主な災害派遣・訓練・行事

中
部
方
面
隊
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
た
め
、

令
和
２
年
度
の
任
務
、
訓
練
、

行
事
を
制
限
下
に
お
い
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
中
部
方

面
隊
60
周
年
を
記
念
し
、
部

内
向
け
60
周
年
記
念
ビ
デ
オ

を
作
成
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
最
後
を
飾

る
本
紙
で
こ
の
一
年
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
も
、
引
き
続

き
制
限
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
皆
様
に
し
っ

か
り
と
中
部
方
面
隊
の
決
意

を
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症に対する水際対策
強化及び市中感染対応に係る災害派遣

第１５次派遣海賊対処行動支援隊要員派遣に
おいてガラス越しに家族と別れを告げる隊員

第14旅団による機動展開訓練

北陸自動車道における大雪に係る災害派遣

令
和
２
年
度
日
米
共
同
統
合
防
災
訓
練日

米
共
同
統
合
演
習

山
口
県
周
南
市
に
お
け
る
山
林
火

災
に
係
る
災
害
派
遣

兵
庫
県
朝
来
市
に
お
け
る
山
林
火

災
に
係
る
災
害
派
遣

大
阪
コ
ロ
ナ
重
症

セ
ン
タ
ー
等
へ
の
医
療
支
援

中部方面隊創隊60周年記念行事において
式辞を述べる野澤総監



（２）２０２１年４月１２日発刊号 中部方面隊広報紙

３
月
８
日(

月)

か
ら
11
日
（
木
）
の
間
、
中
部
方
面
航
空

隊
及
び
第
14
飛
行
隊
は
、
担
任
官

中
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
長
（
北
島
２
佐
）
の
統
制
の
も
と
、
青
野
ヶ
原
演
習

場
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
第
２
回
方
面
隊
航
空
操
縦
士
緊

急
操
作
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

航
空
科
部
隊

緊
急
操
作
訓
練

入
隊
セ
レ
モ
ニ
ー
等
を
実
施

３
月
、
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

は
、
入
隊
予
定
者

に
対
す
る
セ
レ
モ

ニ
ー
等
を
実
施
し

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、

規
模
の
縮
小
や
感

染
対
策
を
講
じ
つ

つ
セ
レ
モ
ニ
ー
等

が
実
施
さ
れ
、
入

隊
予
定
者
の
不
安

軽
減
や
払
拭
の
一

助
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

３
月
23
日
（
火
）
、
第
37
代
中
部
方
面
総
監
部

幕
僚
長

中
野
陸
将
補
は
、
約
７
か
月
の
勤
務
を

終
え
、
第
10
師
団
長
と
し
て
異
動
し
、
３
月
26
日

（
金
）
、
第
38
代
中
部
方
面
総
監
部
幕
僚
長
と
し

て
酒
井
陸
将
補
が
着
任
し
た
。

ま
た
、
３
月
23
日
（
火
）
、
幕
僚
副
長
（
防

衛
）

安
井
陸
将
補
が
、
約
１
年
３
か
月
の
勤
務

を
終
え
、
航
空
学
校
長
と
し
て
異
動
し
、
３
月
26

日
（
金
）
に
竹
内
陸
将
補
が
着
任
し
た
。

中
部
方
面
隊
（
総

監

野
澤
陸
将
）
は
、

３
月
８
日
（
月
）
、

伊
丹
駐
屯
地
で
自
治

体
防
災
担
当
者
と
の

情
報
・
意
見
交
換
会

を
実
施
し
た
。

自
治
体
等
職
員
及

び
指
定
公
共
機
関
か

ら
約
１
０
０
名
が
参

加
者
し
、
各
自
治
体

の
国
民
保
護
の
取
組
、

災
害
派
遣
実
績
と
教

訓
、
自
治
体
防
災
職

の
再
就
職
状
況
等
に

つ
い
て
情
報
共
有
す

る
と
と
も
に
中
部
方

面
指
揮
所
訓
練
支
援

隊
を
研
修
し
た
。

中部方面総監部
幕僚長 離・着任

自治体との情報・意見交換会

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
３

月
16
日
（
火
）
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
メ

デ
ィ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
訓
練
は
、

幕
僚
副
長
（
岸
良
陸
将
補
）
を
演
師
団
長
と
す

る
模
擬
記
者
会
見
の
他
、
遠
隔
駐
屯
地
担
当
者

も
Ｖ
Ｔ
Ｃ
（
ビ
デ
オ
会
議
）
で
つ
な
い
で
各
師

団
等
広
報
担
当
者
に
よ
る
模
擬
問
い
合
わ
せ
対

メディアトレーニング

応
を
演
練
し

た
。い

ず
れ
の

訓
練
も
広
報

専
門
業
者
に

よ
る
実
践
的

な
助
言
が
成

さ
れ
、
事
故

対
処
能
力
の

練
度
向
上
を

図
る
こ
と
が

で
き
た
。

本
訓
練
は
、
若
年
操
縦
士
の

技
量
及
び
状
況
判
断
能
力
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
緊
急
操
作

（
模
擬
エ
ン
ジ
ン
故
障
）
を
段

階
的
か
つ
集
中
的
に
演
練
し
た
。

練
成
者
は
、
期
間
を
通
じ

オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
訓
練

場
を
使
用
し
た
集
中
的
な
訓
練

を
通
し
て
、
航
空
機
の
重
量
・

環
境
に
応
じ
た
状
況
判
断
能
力

及
び
操
縦
技
量
を
飛
躍
的
に
向

上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

エンジンをアイドル状態のまま安全に
降下・着陸する技法を演練中のUH-1J

第10師団長 離・着任

３
月
25
日
（
木
）
、
第
33
代
第
10
師
団
長

鈴
木
陸
将
は
、
約
２
年
の
師
団
長
と
し
て
の
勤

務
を
終
え
、
26
日
付
で
退
官
し
た
。

３
月
29
日
（
月
）
、
第
34
代
第
10
師
団
長
と

し
て
、
中
部
方
面
総
監
部
か
ら
中
野
陸
将
が
着

任
し
た
。

離任した中野陸将補

着任した酒井陸将補

離任した鈴木陸将

着任した中野陸将

大阪地方協力本部で実施されたセレモニー

模擬記者会見の様子

冒頭挨拶に立つ総監会場の様子
（伊丹駐屯地体育館）



（３）２０２１年４月１２日発刊号 中部方面隊広報紙

中
部
方
面
総
監

部
隊
視
察

中

部

方

面

総

監

（
野
澤
陸
将
）
は
３

月
16
日
（
火
）
及
び

24
日
（
水
）
に
自
衛

隊
岡
山
地
方
協
力
本

部
及
び
信
太
山
駐
屯

地

の

部

隊

視

察

を

行
っ
た
。

中
部
方
面
総
監
は
、

各
駐
屯
地
等
に
お
い

て
広
報
官
と
の
懇
談

や
隊
内
巡
視
等
を
通

じ
て
現
況
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
訓
話

に
よ
り
統
率
方
針
及

び
要
望
事
項
を
周
知

し
た
。

直轄部隊等表彰

募集情報

種 目 受付期間 試験期日 合格発表

一般曹
候補生

①
3/1～5/11
②
7/1～9/6

①
１次
5/21～5/30
２次
6/18～7/4
②
１次
9/16～9/19
２次
10/9～10/24

①
１次 6/11
最終 7/23

②
１次 10/4
最終 11/16

自衛官
候補生

年間を通じて
行っております。

受付時にお知ら
せします。

試験時にお知
らせします。

各駐屯地の桜が開花

３
月
11
日
（
木
）
令
和
２
年
度
直

轄
部
隊
表
彰
（
受
賞

自
衛
隊
阪
神

病
院
、
中
部
方
面
衛
生
隊
及
び
中
部

方
面
総
監
部
付
隊
）
、
共
済
組
合
本

部
長
表
彰
及
び
統
括
支
部
長
表
彰

（
受
賞

大
久
保
支
部
、
千
僧
支
部

及
び
守
山
支
部
）
が
実
施
さ
れ
た
。

直轄部隊等表彰

共済組合本部長表彰及び
統括支部長表彰

桜
が
見
頃
な
各
駐
屯
地
の
一
般
公
開
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
も
中
止

さ
れ
た
。

せ
め
て
、
四
季
の
彩
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

広報官との懇談（自衛隊岡山地方協力本部）

隊内巡視（信太山駐屯地）

信太山駐屯地 久居駐屯地伊丹駐屯地

日本原駐屯地

北徳島分屯地



明
野
駐
屯
地
は
、
三
重
県
南
部
の
伊

勢
市
及
び
周
辺
の
６
コ
町
の
家
族
支
援

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
安
否
確
認
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
支
援
を
家
族
会
・
隊
友
会
会
員
の

皆
様
か
ら
受
け
る
に
あ
た
り
、
家
族

会
・
隊
友
会
と
の
担
当
者
会
同
を
令
和

２
年
７
月
31
日
に
駐
屯
地
で
実
施
し
ま

し
た
。

会
同
は
、
担
当
地
域
の
家
族
会
・
隊

友
会
の
各
支
部
長
と
航
空
学
校
総
務
課

長
、
厚
生
班
長
の
顔
合
わ
せ
に
始
ま
り
、

今
後
の
家
族
支
援
施
策
に
つ
い
て
意
見

交
換
や
、
支
援
地
区
の
割
振
り
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

支
援
地
区
の
割
振
り
に
つ
い
て
は
、

支
援
希
望
家
族
と
不
符
号
が
あ
っ
た
た

め
実
効
性
を
高
め
る
べ
く
、
引
き
続
き

打
合
せ
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
、

今
回
の
会
同
を
終
了
し
ま
し
た
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
部

外
団
体
と
の
会
合
が
難
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
を

図
り
、
早
期
に
再
開
し
て
進
展
す
る
よ

う
調
整
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
隊
員
が
後
顧
の
憂
い
な
く
任

務
に
邁
進
で
き
る
よ
う
、
家
族
会
・
隊

友
会
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、
家
族
支

援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第５２回）

明
野
駐
屯
地

令
和
２
年
３
月
に
中
部
方
面
衛
生
隊
第

３
０
４
救
急
車
隊
長
に
上
番
し
た
荒
井
３

佐
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
２
回
目
の
投

稿
で
す
。
前
回
は
２
０
１
６
年
に
１
６
キ

ロ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
話
を
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
監
部
に
転
属

と
な
り
２
年
間
で
す
っ
か
り
元
に
戻
っ
て

し
ま
う
と
い
う
恥
ず
か
し
い
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
５
年
が
経

過
し
て
今
年
で
私
も
48
歳
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
２
回
目
の
指
揮
官
職
を
や
ら
せ
て

頂
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
私
自
身
の
中

で
変
化
し
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
今
心
が

け
て
い
る
事
は
「
部
下
が
や
り
た
い
事
を

や
ら
せ
る
」
と
い
う
事
で
す
。
５
年
前
の

自
分
は
初
め
て
の
指
揮
官
職
だ
っ
た
事
も

あ
り
「
自
分
の
や
り
た
い
事
を
や
る
」
、

と
い
う
気
持
ち
の
方
が
強
す
ぎ
た
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
小
隊
長
の
目
線
で

考
え
た
場
合
、
自
分
の
得
意
な
事
を
好
き

な
よ
う
に
や
れ
た
方
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
り
ま
す
し
、
問
題
点
が
生
起
し
た

場
合
も
そ
の
特
定
が
容
易
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
指
導
の
際
に
留
意
し
て

い
る
事
は
、
「
や
り
た
い
事
」
に
至
る
ま

で
の
思
考
過
程
と
任
務
の
達
成
度
に
つ
い

て
良
く
考
え
さ
せ
る
事
で
す
。
偉
そ
う
に

書
い
て
い
ま
す
が
私
も
ま
だ
ま
だ
指
揮
官

と
し
て
は
未
熟
で
す
の
で
小
隊
長
達
と
二

人
三
脚
し
な
が
ら
共
に
成
長
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
年
の
目
標
は
も
ち
ろ
ん

ダ
イ
エ
ッ
ト
で
す
。

中部方面衛生隊
（伊丹駐屯地）

３等陸佐
荒井 竜一

（４）

「姫路駐屯地」

私
は
平
成
30
年
４
月
に
一
般
曹
候
補
生
と
し

て
入
隊
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
約

２
年
間
、
自
衛
隊
体
育
学
校
で
空
手
選
手
と
し

て
訓
練
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現

在
は
、
第
十
四
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
衛

生
小
隊
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

小
隊
で
の
勤
務
は
、
約
２
年
間
を
体
育
学
校

で
過
ご
し
た
分
、
何
も
分
か
ら
ず
不
安
で
し
た

が
、
周
囲
の
方
々
に
恵
ま
れ
、
二
カ
月
が
経
っ

た
今
で
は
、
安
心
し
て
楽
し
く
勤
務
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
私
の
目
標
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
は
衛
生
科
隊
員
と
し
て
の
知
識
と
技
能
を
磨

き
、
陸
曹
に
な
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
特
技

の
空
手
と
体
育
学
校
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し

て
部
隊
格
闘
指
導
官
に
な
る
こ
と
で
す
。

約
二
年
間
不
在
に
し
て
い
た
私
を
暖
か
く
見

守
り
、
快
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
い
た
小
隊
・

中
隊
・
連
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は
陸

曹
候
補
生
試
験
の
合
格
を
目
指
し
、
心
身
共
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２０２１年４月１２日発刊号 中部方面隊広報紙

第１４普通科連隊
（金沢駐屯地）

陸士長 酒井 愛佳

家族会・隊友会との
担当者会同

姫
路
駐
屯
地
は
市
街
中
心
部
か
ら
北
へ

約
４
㎞
離
れ
た
広
峰
山
の
麓
（
広
峰
神
社

は
戦
国
武
将
「
黒
田
官
兵
衛
」
ゆ
か
り
の

地
）
に
位
置
し
、
南
に
は
世
界
文
化
遺
産

国
宝
「
姫
路
城
」
を
仰
ぎ
、
北
西
に
は
西

の
比
叡
山
と
言
わ
れ
る
書
写
山
圓
教
寺

（
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
の
ロ
ケ
地
、
武
蔵
坊

弁
慶
の
修
行
の
地
）
が
鎮
座
さ
れ
る
歴
史

豊
か
な
地
で
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
交
通

の
要
所
で
食
文
化
は
独
特
の
深
化
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
特
に
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
し
て

「
姫
路
お
で
ん
」
は
超
有
名
で
、
『
し
ょ

う
が
醤
油
』
に
絡
め
て
食
べ
る
文
化
が
定

着
し
て
お
り
ま
す
。
い
わ
れ
と
し
て
は
、

そ
の
昔
、
播
磨
灘
に
面
し
た
地
域
が
シ
ョ

ウ
ガ
の
産
地
で
、
ま
た
、
姫
路
市
に
隣
接

す
る
龍
野
市
は
醤
油
の
生
産
が
盛
ん
で

あ
っ
た
た
め
、
関
東
煮
に
掛
け
て
食
べ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
作
り
方
は
、
「
大

根
」
「
こ
ん
に
ゃ
く
」
「
じ
ゃ
が
い
も
」

な
ど
の
お
で
ん
の
具
を
薄
口
醤
油
と
昆
布

ダ
シ
で
煮
込
み
ま
す
。
最
大
の
特
徴
で
あ

る
「
し
ょ
う
が
醤
油
」
は
龍
野
産
の
醤
油

と
摩
り
下
ろ
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
、
更
に
オ
イ

ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
隠
し
味
に
使
う
と
味
に

深
み
が
出
て
美
味
し
く
頂
け
ま
す
。
姫
路

駐
屯
地
は
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て
隊
員
に

提
供
し
て
お
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

舌
で
味
わ
え
る
様
に
し
て
い
ま
す
。
姫
路

に
来
ら
れ
る
際
は
、
こ
れ
も
ま
た
有
名
な

駅
そ
ば
と
合
わ
せ
て
是
非
ご
賞
味
を
。 姫路おでん

応援に来た同僚

試合の様子
（左が酒井士長）


